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学校番号 T1202 

令和 5(2023)年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 ２～４年次 

使用教科書 「工業情報数理」 （実教出版） 

副教材等 特になし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野にお

ける情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力の育成を行う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１．社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解する。 

２．情報技術に関する知識と技術を習得する。 

３．工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用する能力と態度を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報

技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必

要な技術を身につけてい

る。 

諸問題の解決をめざしてみず

から思考を深め、問題解決方

法を適切に判断する能力を身

につけており、情報技術を活

用して情報を処理・表現する

ことができる。 

情報技術に関する基礎的な知

識と技術に関心をもち、その

習得に向けて意欲的に取り組

むとともに、実際に活用しよ

うとする創造的・実践的な態

度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

・コンピュータの構成

と特徴 

・情報化の進展と産

業社会 

・情報化社会の権利

とモラル 

・情報のセキュリティ

管理 

a: コンピュータの基本構成やハード

ウェアとソフトウェアの関係について

理解する。 

コンピュータの特徴について知る。 

b: 工場や販売流通、オフィスなどにお

いて、コンピュータによる自動化が作業

を効率的に進めていることについて考

察することができる。 

コンピュータウイルス対策や情報の不

正利用防止のための基本的な技術を考

えることができる。 

c: コンピュータが回路や素子の進歩

に支えられて発達してきたことを理解

し、積極的に考えることができる。 

知的財産権、プライバシーの保護、ネチ

ケットなど自分と他人の権利を守るこ

とやモラルの重要性を理解し、活用しよ

うとする。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

コンピュータの基本操

作 

ソフトウェアの基礎 

アプリケーションソフト

ウェア 

a: コンピュータの正しい利用手続き、

キーボードやマウスの基本的な操作に

ついて理解する。 

b: ソフトウェアの分類とオペレーテ

ィングシステムの目的および基本操作

について考えることができる。 

c: ソフトウェアの分類とオペレーテ

ィングシステムの目的および基本操作

について理解し、活用しようとする。 

 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎 

プログラム言語 

プログラムのつくり方 

流れ図とアルゴリズム 

 

a: 問題解決の手段としてのアルゴリ

ズムやプログラムの作成の意味を理解

する。 

b: プログラム言語の種類について理

解し、考えることができる 

c: 順次・選択・繰返しの三つの基本的

な流れ図と構造化プログラミングの意

義について理解し、活用しようとする。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 
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ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

データの表し方 

論理回路の基礎 

処理装置の構成と動

作 

a: コンピュータで用いるデータの表

し方について理解する。 

b: ２値で演算や制御を行う論理回路

の基本について理解し、考察することが

できる。 

c: コンピュータの構成、処理装置の動

作について理解し、積極的に考えること

ができる。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

後
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

コンピュータネットワー

クの概要 

コンピュータネットワー

クの通信技術 

 

 

a: コンピュータネットワークを利用

したデータ通信の利点について理解す

る。 

b: 家庭のコンピュータをインターネ

ットに接続する方法について考え、考察

することができる。 

c: 身近なコンピュータネットワーク

について理解し、積極的に考えることが

できる。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

コンピュータ制御の概

要 

制御プログラミング 

組込み技術と問題の

発見・解決 

a: コンピュータ制御の具体的な方法

について理解する。 

b: コンピュータ制御の考え方につい

て理解し、考えることができる。 

c: 身のまわりの組込み技術の概要を

知り、特徴を理解し、積極的に考えるこ

とができる。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

情
報
技
術
の
活
用 

マルチメディア 

プレゼンテーション 

文書の電子化 

問題の発見・解決 

a: マルチメディアの概要と情報のデ

ィジタル化などについて理解する 

b: 収集した情報をもとに、他人にわか

りやすく効果的に考えを伝える方法を

身につけ表現することができる。 

c: 適切な情報収集方法と情報の選択

方法を知り、実際に情報収集して活用す

る。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

数
理
処
理 

単位と数理処理 

実験と数理処理 

モデル化とシミュレー

ション 

a:量の名称・量記号・単位(SI)について，

理解する。 

b: 実験データをグラフによって可視

化し，データの特徴を見いだす方法を考

えることができる。 

c: いろいろな事象が，モデル化によっ

て数式として扱えることを理解し、活用

しようとする。 

考査 

 

小テスト 

 

 

考査 

 

パフォー

マンス課

題 

 

授業観

察 

 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


